
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春国岱
しゅんくにたい

原生
げんせい

野鳥
やちょう

公園
こうえん

 2008年10月号

セイヨウオオマルハナバチという名前
な ま え

を聞
き

いたことがあるでしょうか？最近
さいきん

、少
すこ

し話
わ

題
だい

になっ

ているハチです。なぜ、話題
わ だ い

になっているかというと、もともと日本
に ほ ん

にいなかった「外来種
がいらいしゅ

」だ

からです。 

 先日
せんじつ

、そのセイヨウオオマルハナバチがネイチャーセンター前
まえ

のクローバーに蜜
みつ

を吸
す

いに来
き

て

いるのを見
み

つけました。特徴
とくちょう

は、毛
け

むくじゃらの丸
まる

っこい体
からだ

に、真
ま

っ白
しろ

なお尻
しり

と黄色
き い ろ

と黒
くろ

のシ

マ模様
も よ う

です。根室にはもともと在来
ざいらい

のマルハナバチの仲間
な か ま

が何
なん

種類
しゅるい

かいるのですが、セイヨウオ

オマルハナバチはこれまでほとんど確認
かくにん

されていませんでした。しかし、今年
こ と し

 

になって、あちこちで見
み

られるようになってきました。根室
ね む ろ

には、よく似
に

たノ 

サップマルハナバチという数
かず

が少
すく

ない稀少
きしょう

なハチもいて、影響
えいきょう

が心配
しんぱい

されてい 

ます。 

目印
めじるし

は、真
ま

っ白
しろ

なお尻
しり

です。見
み

つけたら、ネイチャーセンターにお知
し

らせく 

ださい。 

ネイチャーセンター日記 

冬
ふゆ

の使者
し し ゃ

オオハクチョウが渡
わた

っ

てくるのと同
おな

じ時期
じ き

に、ロシアなど

の北
きた

の方
ほう

から風蓮湖
ふうれんこ

にやってきま

す。カモの仲間
な か ま

ですが、カモよりも

体
からだ

が大
おお

きく、首
くび

が長
なが

い仲間
な か ま

をガン

と呼
よ

んでいます。根室
ね む ろ

で見
み

られるガ

ンの仲間
な か ま

は、コクガンの他
ほか

に、マガ

ン、ヒシクイがいます。 

風蓮湖
ふうれんこ

でアマモなどの水草
みずくさ

をい

っぱい食
た

べて栄養
えいよう

をつけたあと、さ

らに本州
ほんしゅう

へと渡
わた

っていきます。 

コクガン  
 英名：Brent Goose  学名：Brata bernicla 

白
しろ

いお尻
しり

 
セイヨウオオマルハナバチ



 

8月 23日（土）にウトナイ湖野生鳥獣保護センターの中村聡氏(（財）日本野鳥の会レンジ

ャー) をお招きして、「フィールド講座①ウトナイ湖を知る！学ぶ！」を開催しました。 

 みなさんはウトナイ湖を知っていますか？北海道の西側、新千歳空港近くにあるラムサー

ル条約湿地です。面積約 275ha の淡水湖で、周辺に湿原や原野がある広大な湿地です。これ

までに 250種類以上（日本の確認種約 550種）の野鳥 

が観察されている場所でもあります。 

今回は、ウトナイ湖の豊かな自然や、環境保全の方法、 

周辺地域における開発問題への対応などの取り組みにつ 

いて紹介していただきました。根室市で行われているラ 

ムサール条約湿地をよく知るための検定「バッチ検定」 

のウトナイ湖版「ラムサール検定」にみんなでチャレン 

ジしてみました。最後に春国岱を歩きながら、ウトナイ 

湖と似ているところ、違うところをみんなで話しながら、 

改めて春国岱について考えました。 

12月にも、春国岱の自然や保全を考えるフィール

ド講座を開催する予定です。春国岱について知り

たいという方など、色々な方に足を運んでいただ

ければと思っています。ぜひお越しください。 

 

※ バッチ検定は「ねむろバードランドフェステバ

ル」で開催予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行 事 名 フィールドボランティア説明会 オオハクチョウを数えてみよう！ 

開催日時 １０月２６日(日) ９：００～１２：３０ 

内  容 

冬の使者オオハクチョウ。この時期、旅の途中、羽を休めに数千羽のオオハクチョウが風蓮湖にやっ

てきます。レンジャーは、風蓮湖の環境を知るための一環として、毎年オオハクチョウの飛来数をフ

ィールドボランティアの方と一緒にカウントしています。 

実際に、調査に参加し、ボランティア体験をしてみませんか？ 

半日の調査体験の後、フィールドボランティア全体の活動について紹介します。 

 

持 ち 物 保険代１００円、防寒具、飲み物、あれば双眼鏡、望遠鏡 

対  象 高校生上 定員 10 名 

申込方法 １０月１９日(日)まで(電話にて先着) 

 

ネイチャーセンターからのお知らせ 

風蓮湖・春国岱フィールド講座① 

「ウトナイ湖を知る・学ぶ」を開催 

ボランティアの活動と募集 

■フィールドボランティア募集中■ 

【 お問合せ 】電話 0153－25－3047 

ラムサール検定に

挑戦中！ 

春国岱を散策 



 

休憩舎 

干潟(干潮時) 

タンチョウ 

オオセグロカモメ 

ウミネコ

オジロワシ 

自然情報 * １０月 * 

冬の使者、オオハクチョウが渡ってきます。 

オナガガモやヒドリガモなどカモの仲間が多く渡ってきはじめます。 

ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ 

ヒバリｺｰｽ

国道 44 号線 

オホーツク海

風蓮湖 

春国岱 

←駐車場 

↓釧路 根室↓ 

←駐車場

展望台 

小鳥の小道

アカエゾマツｺｰｽ

キタキツネｺｰｽ 

ハマナスｺｰｽ 

☆風蓮湖☆ 

カモのなかま 

 春国岱
しゅんくにたい

に多
おお

いのはオナガガモとヒドリガ

モです。渡
わた

ってきたばかり 

のカモは、オスもメスも 

同
おな

じ色
いろ

をしていますが、 

プロポーズをするため、 

オスは少
すこ

しずつ綺麗
き れ い

な羽
はね

 

に変
か

わっていきます。 

☆☆ 10 月のいきもの ☆☆ 

～野鳥～  □ﾐﾐｶｲﾂﾌﾞﾘ □ｱｶｴﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ □ｱｵｻｷﾞ □ｺｸｶﾞﾝ □ﾋｼｸｲ □ｵｵﾊｸﾁｮｳ □ﾏｶﾞﾓ □ｺｶﾞﾓ

□ﾖｼｶﾞﾓ □ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ □ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ □ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ □ｽｽﾞｶﾞﾓ □ｸﾛｶﾞﾓ □ﾎｵｼﾞﾛｶﾞﾓ □ｳﾐｱｲｻ □ﾄﾋﾞ

□ｵｼﾞﾛﾜｼ □ｵｵﾜｼ □ﾉｽﾘ □ﾁｭｳﾋ □ﾀﾝﾁｮｳ □ﾐﾔｺﾄﾞﾘ □ﾊﾏｼｷﾞ □ﾕﾘｶﾓﾒ □ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ

□ﾜｼｶﾓﾒ □ｼﾛｶﾓﾒ □ｳﾐﾈｺ □ﾐﾂﾕﾋﾞｶﾓﾒ □ｱﾏﾂﾊﾞﾒ □ｱﾘｽｲ □ｸﾏｹﾞﾗ □ｱｶｹﾞﾗ

□ｵｵｱｶｹﾞﾗ □ｺｹﾞﾗ □ﾋﾊﾞﾘ □ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ □ﾊｸｾｷﾚｲ □ﾋﾞﾝｽﾞｲ □ﾀﾋﾊﾞﾘ □ﾐｿｻｻﾞｲ □ｴﾅｶﾞ

□ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗ □ﾋｶﾞﾗ □ｼｼﾞｭｳｶﾗ □ｺﾞｼﾞｭｳｶﾗ □ｷﾊﾞｼﾘ □ｶﾜﾗﾋﾜ □ｳｿ □ｽｽﾞﾒ □ｶｹｽ  

□ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ □ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 

 

～花～  □ｱｯｹｼｿｳ(紅葉) □ｳﾗｷﾞｸ 

☆小鳥の小道 コース☆ 

 クルミとエゾリス 

 実
みの

りの秋
あき

。自然
し ぜ ん

学習林
がくしゅうりん

ではドングリやクル

ミがたくさんおちています。それを求
もと

めて、

エゾリスが活発
かっぱつ

に動
うご

くよう 

になります。エゾリスの他
ほか

 

にも、カケスもドングリを 

食
た

べにやってきます。 

※展望台は、老朽化のため現在利用できません。ご了承ください。 

※センターでは、双眼鏡、野鳥図鑑の無料貸出を行っています。ご利用ください。 

オオワシ 

ミツユビカモメ

シロカモメ

オナガガモ

ヒドリガモ

オオハクチョウ

クロガモ 

エゾリス 

カケス

 

 

 

 



 

 

 

行 事 名 2008 ネイチャーセンター祭り 

開催日時 １０月１９日(日) １０：００～１５：００ 

内  容 

ネイチャーセンターで一日中楽しもう！ 

ボランティアグループ「スンク」が工作やネイチャーゲームを用意して皆さんのご来館をお待ち

しています。おがくずの粉を使って絵を描く「おが粉アート」やタンチョウの紙芝居、葉っぱを

使ったじゃんけん、ネイチャービンゴなどをおこなう予定です！ 

 

スケジュール 

10:00～11:30 おが粉アート 

12:40～12:55 紙芝居「タンチョウ ルルの大冒険」 

13:00～15:00 ネイチャーゲーム 

        はっぱじゃんけん、ネイチャービンゴ ＊雨天別メニュー 

 

持 ち 物 

参加費１００円/一人、野外に適した服 

(ネイチャーセンターには食堂がございません。午前、午後と参加される方は、昼食をお持ちいた

だくか、近くでお食事をお願いします。) 

対  象 どなたでも(小学生以下は保護者同伴) 

申込方法 当日ネイチャーセンターにて受付 

 

１０ 月 の イ べ ン ト 

【 お申込み・お問合せ 】 電話 0153－25－3047 （春国岱ネイチャーセンター） 

 

■ 事前にお申し込みが必要です。 

■ 野外での解説は、学校など自然学習を目的とした団体などに限らせていただきます。

→詳細など、お問合せはネイチャーセンターにご連絡ください。（電話 0153-25-3047）

① 野外解説・自然学習   （～2 時間   ／ ～20 名） 

② 春国岱の自然 （映像）  （15 分～25 分 ／ ～45 名） 

③ 自然クイズラリー    （約 1 時間    ／ ～50 名） 

④ タンチョウ、カモ類に関する学習ゲーム （0.5～2 時間 ／ ～20 名）

⑤ 施設概要説明      （30 分～2 時間 ／ ～45 名） 

■住所■ 〒086-0074 北海道根室市東梅 103 番地 

■電話■ 0153-25-3047  ■FAX■ 0153-25-8570 

■ＨＰ■ http://www.marimo.or.jp/~nemu_nc/workn/index.html 

■メール■ nemu_nc@marimo.or.jp 

■10 月の開館時間■ 9：00～16：30 

■10 月の休館日■ 1・8・14・15・22・29 日 

根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター

～メール配信のお願い～ 

ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰだよりをﾒｰﾙ（PDF 形式）で配信しています。経費削減のためご変更いただける方は、下記ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽま

で、ご自身のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽをお知らせ下さい。ご協力をお願いいたします。 

連絡先： nemu_nc@marimo.or.jp 

※ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰだよりは、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上でもご覧いただけます。 

2008．9 発行

団体の方へ～解説ĪĽĹĖļĵįのご案内～ 


